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睡眠時間 A B C D E
7時間以上 18.4 15.9 24.6 14.1 11.1
7～6時間 38.2 30.7 34.1 33.8 37.0
6～5時間 28.9 30.7 28.6 36.6 29.6





















































































































































































































































































































































































自覚症状 5段階評価のうち 4（当てはまる），5（非常に当てはまる）に回答した割合  *p＜0.001
表 8―2　睡眠時間と
自覚症状（Ⅱ群）疲労要因「注意・集中の困難」（％）



















































自覚症状 5段階評価のうち 4（当てはまる），5（非常に当てはまる）に回答した割合  *p＜0.001
表 8―3　睡眠時間と自覚症状（Ⅲ群）「身体違和感」（％）















































































































































項　　目 ～午前 0時 0時～1時 午前 1時～
21　頭がいたい
22　肩がこる
23　腰が痛い
24　いき苦しい
25　口がかわく
26　声がかすれる
27　めまいがする
28　まぶたや筋肉がピクピクする
29　手足がふるえる
30　気分がわるい
4.0*
13.0
15.0
6.0
13.0
4.0
5.1
8.0
0  *
6.1
12.3
11.3
20.8
3.8
11.3
9.4
3.8
11.3
3.8
3.8
13.8
21.3*
25.9*
8.0
16.7
9.2
10.3*
8.6
6.9
8.0
自覚症状 5段階評価のうち 4（当てはまる），5（非常に当てはまる）に回答した割合
 *p＜0.001
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2）も表9―3の自覚症状「身体違和感」群10項
目も同様に睡眠時間の短いグループに疲労が大
きく，睡眠時間と同様に，就寝時間の遅いこと
と疲労の発現との間に相関関係があった。
まとめ
1．アルバイトの有無と疲労には大きな差はみ
られず，アルバイトをしなくても疲労して
いる学生がいた。
2．アルバイトの有無と睡眠時間には差が見ら
れなかったが，アルバイト学生は就寝時間
が遅く，生活が多忙であることが伺えた。
3．アルバイトの目的（自活・生活費を得るた
めか，趣味・買物など生活に潤いを得るた
めか）の相違と疲労の訴えには，今回の調
査方法では差はみられず，生活のかかった
アルバイトであるか否かは疲労発現には影
響しなかった。
4．アルバイトの就労時間が1週間当たり30時
間を超えている学生に，自覚症状「身体違
和感」群に疲労が顕著に表れ，「口がかわく」
「頭が痛い」「腰が痛い」「めまいがする」の
ような自覚症状の訴えがみられた。アルバ
イトの就労時間について学生指導の必要が
あると思われた。
5．睡眠時間5時間以下のグループに疲労要因
「眠気とだるさ」群のなかで，「あくびがで
る」「目が疲れる」「横になりたい」の訴え
が30％以上あり，特に「ねむい」の回答が
63％あった。「注意・集中の困難」群10項
目についても睡眠時間が短いほど疲労の訴
えが大きかった。自覚症状「身体違和感」
群では「肩がこる」「腰が痛い」の訴えが約
30％あった。このことから睡眠時間と疲労
発現には大きな関わりがあり，睡眠時間が
短いと疲労の大きくなる傾向があることが
分かった。
6．就寝時間との関わりでは就寝時間の遅いグ
ループに疲労の訴えが多く，睡眠時間の短
いグループと類似した結果であった。睡眠
時間と同様に，就寝時間の遅いことと疲労
の発現との間に相関関係があった。
7．今後は，第1報，並びに今回の結果を基に
因子分析を行い，学生の疲労要因を解析し，
学生指導に役立てたいと考えている。
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